
 
 
 
 
 
 
 
 

富谷市ビジネス交流ベース「荷宿」オープニングセレモニーの開催 

 富谷の新たなビジネス創造の拠点、しんまちエリアの賑わい創出の拠点として、6

月 1 日に富谷市ビジネス交流ベース「荷宿」をオープンいたします。シェアオフィ

スである「荷宿」は、スタートアップ企業、新規事業・事業拡大を予定する企業、

学生起業家などを入居対象にして運営いたします。 

 オープン前日にセレモニーを開催いたしますので、報道機関の皆様におかれまし

ては、ぜひ取材していただきますようお願いいたします。 

 

記 

1.日 時 5月 31日(水) 午後 1時 00分～午後 2時 00分 

2.場 所 富谷市ビジネス交流ベース「荷宿」（住所：富谷市富谷新町 39番地） 

3.内 容 テープカット 

     市長挨拶 

     祝辞(富谷市議会議長 青柳 信義 様) 

     宮城大学 取組発表(学生による荷宿の歴史と活動報告) 

     運営事業者紹介・挨拶(株式会社ATOMica) 

 

「荷宿」とは 

仙台藩祖伊達政宗公に命ぜられ 1620 年に開宿した富谷 

宿で、荷物の管理や馬の手配、手形発行を行うなど、宿 

場町としての要衝が「荷宿」でした。その「荷宿」があっ 

た場所の建物と土地の寄付を受けて、デジタル田園都市 

国家構想推進交付金を活用し、古民家をリノベーション 

したシェアオフィスが現代の「荷宿」です。 
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